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カレイ科魚類では外部形態の性的二型の報告はほとんどない。一方、相馬原釜の漁業者はマコ

ガレイの無眼側を触診し、粗い場合は雄、滑らかな場合は雌として雌雄の判別を経験的に行って

いる。この違いは、粗い皮膚は櫛鱗、滑らかな皮膚は円鱗に覆われていることに起因している。

そこで、マコガレイの無眼側の鱗のタイプ（櫛鱗と円鱗）について観察した。雄では、成熟した

個体のほとんどは櫛鱗であったが、未成熟個体ではしばしば円鱗であった。雌では、小型の個体

ではほとんどが円鱗であったが、体長 30cm を超える大型個体ではしばしば櫛鱗を有していた。
鱗の棘数は体サイズの増加とともに増加したことから、鱗の形態には個体発生に伴う変化が生ず

ることが示唆された。マコガレイは雄が雌の有眼側に乗った状態で沈性卵を産出することから、

雄の櫛鱗は産卵中に雌との接触を維持することに役立っているのかもしれない。


